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よ゙
う
／ｒ

科
学
技
術
の
発
展
や
高
度
情
報
化
社
会
の

中
で
、
子
供
た
ち
の
持
つ
携
帝
電
話
は
小
学
生

で
三
割
、
中
学
生
が
七
割
、
高
夜
生
に
い
た
っ
て

は
実
に
九
割
と
言
わ
れ
て
い
る
。
子
供
の
居
場

所
が

一
目
瞭
然
で
わ
か
る
Ｃ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
で

即
刻
に
親
子
の
連
絡
が
で
き
、
ま
た
犯
罪
防
止

に
役
立
つ
利
点
が
あ
り
、
安
心
安
全
で
持
た
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
反
面
子
供
同
士
悪
日

を
書
き
込
ん
だ
り
、
中
傷
文
書
を
送
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
い
じ
め
に
走
り
登
校
拒
否
な
ど
に
発

展
す
る
な
ど
多
く
の
弊
害
が
生
じ
て
い
る
。

親
は
子
供
の
要
求
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
す
ぐ

与
え
る
こ
と
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
家
庭
で
は
夜
型
の
生
活
が
多
く
な
り
、

朝
寝
坊
や
朝
食
抜
き
の
登
校
と
な
り
、
授
業
に

集
中
で
き
ず
、
す
ぐ
キ
レ
て
机
を
た
た
く
、
教

室
か
ら
飛
び
出
す
等
、
家
庭
の
放
任
や
過
保
護

に
よ
る
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
種
々
の

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
は
何
と
言
っ
て
も
家
庭
教
育
に
あ
る
。

親
が
身
勝
手
な
生
活
を
送
っ
て
は
い
な
い
か
。
注

意
は
す
る
が
褒
め
る
こ
と
を
し
な
い
。
叱
っ
て
ば

か
り
い
て
子
供
の
人
格
を
認
め
な
い
等
…
…
。

子
供
が
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
す
る
に
は
親

の
姿
勢
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
私
た
ち
日
本
人
は
、
古
よ
り
家
庭

に
神
棚
を
祀
り
毎
朝
拝
む
習
慣
を
子
供
に
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
正
し
い
、
そ
し
て

人
を
思
い
や
る
心
を
養
っ
て
き
た
。

今
こ
そ
家
庭
祭
祀
の
厳
修
を
切
に
願
う
も
の

で
あ
る
。
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新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十

一
年

己
丑
年
の
年
頭
に

あ
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皇

室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
平
安
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
今
上
陛
下
御
即
位
二
十
年
の
慶
賀
の

年
を
迎
え

「天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
お
祝
い

す
る
国
民
の
集
い
」
が
全
国
津
々
浦
々
で
開
催
さ

れ
奉
祝
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
県
で
は
今
年
秋

中

私

の
名

月

の
下

例

大
容
希

行

平
成
二
十
年
当
人
幡
宮
の
例
大
祭
は
九
月
十

四
日

（日
）
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
九
日
に
発
生
し
た
台
風
が
祭
典
を
直

撃
す
る
か
と
心

配
さ
れ
ま
し
た

が
、
晴
天
に
恵

ま
れ
午
前
十
時

に
式
典
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

境
内
で
は
少
年

剣
士
に
よ
る
奉

納
剣
道
大
会
、

ま
た
久
保

。
四

に
奉
祝
行
事
を
計
画
し
て
お
り
、
県
民
挙
げ
て
お

祝
い
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
一
方
社
会
で
は
、
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

米
国
か
ら
発
し
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
り

百
年
に
一
回
の
暴
風
雨
と
言
わ
れ
る
金
融
危
機
に

よ
る
株
価
低
迷
、
企
業
倒
産
、
失
業
者
増
大
、
消

費
の
落
ち
込
み
等
々
の
経
済
破
壊
が
起
き
、
未
官

有
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
雄
々
し
い
勇
壮
な

「
丑
」
年
で
あ
り
、

■
歩
の
如
く
遅
く
と
も
着
実
な
歩
み
の
中
で
、
元

気
を
取
り
戻
し
希
望
に
満
ち
た
平
穏
な
年
で
あ

り
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

ツ
谷
囃
子
連
の
祭

囃
子
が
賑
賑
し
く

行
わ
れ
ま
し
た
。
江

戸
時
代
よ
り
引
き

継
が
れ
、
相
模
原
市

有
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る

番
田
神
代
神
楽
が

楽
師
に
よ
り
神
代

の
神
話
仮
面
劇
が
実
演
さ
れ
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
見
入
る
中
、
夕
日
が
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。

夜
に
な
り
、
参
拝
者
が

一
段
と
増
え
て
き
ま
し

た
。
氏
子
崇
敬
者
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
舞
踊
や

カ
ラ
オ
ケ
、
地
元
出
身
で
相
模
原
市
の
民
話

「て

る
て
姫
」
を
題
材
に
し
た

「て
る
て
姫
伝
説
」
等

を
唄
っ
た

「平
浜
ひ
ろ
し
シ
ョ
ー
」
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

）

例
大
祭
が
朝
か
ら
晴
天
に
意
ま
れ
、
数
十
年

に
一
度
巡
っ
て
く
る
か
ど
う
か
と
言
わ
れ
る
程
に

珍
し
い
中
秋

（十
五
夜
）
に
当
た
り
、
更
に
例
祭

を
祝
う
が
如
く
月
明
か
り
の
下
執
り
行
わ
れ
た

こ
と
に
、
参
拝
さ
れ
た
老
若
男
女
の
皆
さ
ん
は
神

様
よ
り
多
く
の
幸
福
を
戴
い
た
と
、
満
足
気
で
あ

り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
二

十
年
の
御
代
に
当
た
り
、
全
国
の

神
社
に
お
い
て
、
碁
祝
記
合
事
業
が

執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

当
人
幡
宮
で
も
、
奉
祝
記
念
事
業

の
計
画
を
役
員
会
で
審
議
し
、
結
婚
式
等
の
祭

典
が
御
社
殿
以
外
で
も
斎
行
で
き
、
か
つ
折
祷
者

待
合
室
と
し
て
も
兼
用
で
き
る
施
設
が
必
要
と

の
結
論
に
達
し
、
（仮
称
）
儀
式
殿
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
例
大
容
終
了
後
の
九
月
下
旬
に
地
鎮

祭
を
斎
行
し
、
十

一
月
中
旬
・小
奉
日
和
の
吉
日

に
上
棟
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
春
の
無

事
竣
功
を
祈
合
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
中
間
報
告
と

致
し
ま
す
。

）

天皇陛下御即位20年春祝記念

llE称)儀式殿建設の御報
撃
踏

謹
賀
新
年

宮
司根
　
岸

補
宜根
　
岸

権
補
宜
根
　
岸

福
　
田

林平
　
本

責
任
役
員

清
　
水

小
　
林

総
代竹

内

鈴
　
木

根

岸

世
話
人

（四
ツ
谷
）

米
　
山

士
白
　
川

笹
　
崎

（久
保
）

―
　
中
　
村

門
　
倉

鈴

木

中
　
村

（日
金
沢
）

上
　
島

士
白
　
川

加
　
藤

（本
町
）

五
　
味

山
　
田

金
　
指

信
　
行

浩
　
行

千
恵
子

満
　
理

優
　
司圭

幹 昌 文  光 佳 茂

夫 士 市  明 一 郎

之 敬 園 善  全 和

三 信 政 一  平 宏 侃

良 正 一

郎 彦 郎  亮 亨
ヽ

＼

（石
橋
）

松
　
本

征
　ヽ
藤

（元
町
）

木
　
上

村
　
山

山
　
田

（回
中
）

佐

藤

北
　
畠

永
和
国

（田
尻
）

関
　
田

関
　
田

（番
諏
）

金
　
沢

清
　
水

（虹
吹
）

金
　
子

金
　
子

（九
崎
）

大
　
野

鈴

木

（本
久
）

佐
　
藤

佐

藤

（石
往
）

田
　
中

十二
　
　
士
心

亘 正  武 寛  俊 兼

ィ義 推次 次吉

道 捷 林  好 昭   一

茂 清  睦 一 作  男 人 亨  男 茂

恵 博

二 文
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第二弔賞ご
t

奉
祝第
一

昨
年
十

一
月
二
十
七
日
、
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て
県
下
神
職

・
氏
子
総
代
、
五
百
余

名
が
参
加
の
も
と
、

天
皇
陛
下
御
即
位

二
十
年
を
記
念
し
、

神
社

関
係
者

大

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第

一
部
の
式
典

で
は
、
神
社
本
庁

統
理
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
を
迎
え
、

各
位
よ
り
祝
詞
を

一
賜
り
、
第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
慶
應
義
塾
大

一　
学
教
授
で
皇
族
で
お
ら
れ
ま
す
竹
田
家
の
竹
田

一
恒
泰
先
生
に
よ
る
演
題

「皇
室
の
弥
栄
」
の
講
話

一　
を
戴
き
ま
し
た
。

一　
　
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
本
県
青
年
神
職
に
よ

一　
る
「親
子
で
楽
し
む
日
本
の
神
話
」
と
題
し
、
「天

一　
の
岩
屋
戸
開
き
」
「人
岐
大
蛇
退
治
」
の

一幕
の

一　
公
演
が
あ
り
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
程
、
楽

一　
し
く
有
意
義
な
懇
親
会
で
あ
り
ま
し
た
。

一　
　
こ
の
大
会
に
お
い
て
、
根
岸
信
行
宮
司
と
根
岸

一　
千
恵
子
権
禰
宜
は
神
社
神
道
興
隆
に
寄
与
さ
れ

一
た
功
績
で
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
参
列
者
よ
り

一　
盛
大
な
祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

当官神職活動報告 其の一

当人幡宮に奉務する神職が、日頃ど

のような研1家を積み、社会にどう奉仕し

ているかなどを社報に掲載して参りたい

と存じます。今回は、根岸千恵子権補

宜の活動を取り上↓館 した。

神社本庁委嘱教講師とは (―)

根岸千恵子権補宜は神社本庁 (神道)より平成7年

に教語師に委嘱され、法務省所管施設である相模原

市小山地区にある神奈川医療少年院で活動していま

す。

この施設は、家裁で少年院送致の客判を決した12

歳以上20歳未満の少年男子を収容し、知的障害及び

情緒的未成熟な子で個々の少年に応じた治療的教育

を行い社会復帰を図っています。

家庭的にも意まれず非常に不安定な環境の中で育っ

てきた少年達を、月に数回施設訪間をして、母親的立

場で少年に向かい合い、神職の立場を踏まえながら面

接指導しています。

次号からは、その教語活動の一端を数回にわたり掲

載させていただきますので、よろしくお願いいたします。

未
務
神
社
め
ぐ
り
車

亀
ヶ
池
人
幡
官
で
は
、
例
祭

七
五
二
等
の
年

間
祭
典
を
執
り
行
っ
て
い
る
兼
務
神
社

（根
岸
信

行
官
司
）
が
相
模
原
市
内
二
十
二
神
社
あ
り
ま

す
。
社
報

（亀
ヶ
池
）
第
六
号
よ
り
順
次
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

一、
相
原
八
幡
宮

（相
模
原
市
相
原
六
―
五
十
】
一六
鎮
座
）

相
原
人
幡
宮

（氏

子
数
約
二
千
世
帯
）
は
、

旧
相
模
原
市
北
端
に

位
置
し
、
相
原
地
域

の
守
神
と
し
て
例
大
祭
、

七
五
三
祈
願
祭
、
万

旦
祭
、
一万
始
祭
、
初

午
祭
等
の
お
祭
り
を

行
い
、
地
域
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

当
人
幡
宮
の
創
建
年
代
は
不
詳
で
す
が
、
天
慶

三
年

（九
四
〇
年
）
武
蔵
権
守
、
小
野
義
孝
が
粟

飯
原

（あ
い
は
ら
）
氏
を
名
乗
り
、
】」の
地
に
進
出

し
た
折
に
創
建
し
た
と
推
祭
さ
れ
ま
す
。

祭
神
は
応
神
天
皇
及
び
素

菱
鳴
尊
と
さ
れ
、
明
治
時
代
に

″外
の
御
前
社
″
と
″
日
枝
神

社
″
が
合
祀
さ
れ
厄
除
け
、
子

宝
、
安
産
、
山
の
里
の
守
護
神

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
二
間
流
造
の
形
式
で
寛
政
十
年

全
七

九
八
年
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

境
内
に
は
欅

（市
の
保
存
樹
木
）
、
杉
、
銀
杏
等

の
大
木
に
囲
ま
れ
、
平
成
十
八
年
に
新
築
さ
れ
た

神
楽
殿
や
明
治
四
十
二
年
に
創
建
さ
れ
た
稲
荷

明
神
社
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
道
入
口
に
は
、
明
治
九
年
、
地
祖
改

正
に
伴
う
地
籍
簿
作
成
に
当
た
り
、
≡」の
境
内
が

″相
原

一
番
地
″
と
定
め
ら
れ
た
碑

「相
原
起

番
地
の
碑
」
や
本
殿
裏
に
は
境
川
の
古
称

「高
座

川
」
碑
も
建
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（小
林
輝
夫
総
代
長
寄
稿
）

”
一、
天
満
宮

（相
模
原
市
当
麻

一鎮
座
）

地
域
に
と
っ

て
必
要
性
２
向

い
」の
天
満
官
は
、

日
頃
か
ら
地
元

の
子
快
た
ち
が

集
う
場
所
で
あ

り
、
ま
た
地
域

住
民
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
す
る
大
変

重
要
な
神
社
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
こ
数
年
で
は

学
問
の
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
天
満
宮
で
、
合

格
祈
願
さ
れ
た
方
々
が

「無
事
に
合
格
し
た
」
と

の
数
々
の
噂
が
広
が
り
、
年
々
合
格
祈
願
に
訪
れ

る
人
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
気
の
有
る
こ
の
神
社
は
、
総
代

役
員
方
々
に
よ
り
年
々
興
隆
し
て
い
る
事
は
勿
論

の
こ
と
、
そ
の
他
、
氏
子
崇
敬
者
や
奇
特
な
会
社

等
の
ご
奉
賛
に
よ
っ
て
着
々
と
整
備
さ
れ
活
気
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
御
殿
内

・
外
装
の
改
築
、
境

内
外
周
を
囲
う
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を
始
め
平
成
十

九
年
に
御
宮
の
参
道
入
口
に

「峨
旗
年
」
が
復
元

さ
れ
、
ま
た
平
成
二
十
年
に
は
燈
籠
や
四
町
、
他

多
く
の
物
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
古
き
良
き
地
域
の

伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
＞」＞」
に

当
麻
天
満
宮
は
今
も
息
づ
い

て
い
ま
す
。

（関
山
茂
芳
総
代
長
寄
稿
）
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吉
川
画
伯
の
子
支
絵
画
を
社
報
「亀
ヶ
池
」
、

に
連
載
し
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
を
以
，
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

同
画
伯
は
日
展
に
数
多
く
入
選
さ
れ
、
相
模

原
と
し
て
誇
れ
る
偉
大
な
国
家
で
し
た
。
十

二
支
絵
以
外
に
ヽ

「春
晩
富
士
」
等
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
い
ま
た
の
機
会
に
ご
紹
介
い
Ｐ

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。　
　
・

[艶花自日の図1
蛇は寸にして人を番む。,

[双幸草原の図]
激動の世の中、
ヒツジのように
温和に生きたい。

[桜花勇駒の図]
'
馬には乗ってみよ、
人には添うてみよ。

社
殿
の
様
式

神
社
に
お
参
り
す
る
と
、

社
殿
の
建
物
が
そ
れ
ぞ
れ
果

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
式
は

大
き
く
分
け
て

一、
神
明
造
！
高
床
式
の
穀
物
蔵
の
形
か
ら

発
達
し
た
も
の

一、
大
社
造
…
古
代
の
住
居
の
形
か
ら
発
達
し

た
も
の

の

う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
神
明
造
」
は
代
表
的
な
も
の
と
し
て
伊

勢
神
官
の
内
宮
外
官
の
正
宮
で
、
切
妻
造
り

の
屋
根
の
棟
と
平
行
の
「平
」
側
に
入
口
が
あ

り
、
掘
立
柱
の
茅
章
で
特
に
唯
一神
明
造
と
称

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「大
社
造
」

は
、
代
表
さ
れ
る

も
の
と
し
て
出
雲

大
社
の
社
殿
で
、

切
妻
造
の
屋
根

の
「妻
」
が
正
面

に
見
え
、
昇
殿
口

が
あ
り
ま
す
。

造
　
こ
の
ほ
か
に
「人

期
幡
造
」
「春
日
造
」

▲
等
が
あ
り
ま
す
。

ネ申

知
伊
勢
神
宮
式
年
整
宮
御
奉
賛
の
御
札

伊
勢
神
宮
は
皇
祖
天
照
大
御
神
を
お
祀
り
す

る
尊
い
お
宮
で
あ
り
、
古
来
よ
り
日
本
の
総
氏
神

と
し
て
崇
め
、
国
家
。国
民
の
永
遠
の
繁
栄
と
平

安
を
折
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
」ヽの
神
宮
で

一十
年

毎
に
社
殿
を
新
造
し
御
装
束
神
宝
を
新
し
く
整

えヽ
、
大
御
神
に
神
殿
へ
お
還
り
を
仰
ぐ
お
祭
が
式

年
遷
宮
で
、
今
か
ら
約

二
二
〇
〇
年
前
に
行
わ
れ

て
お
り
、
来
る
平
成
二
十
五
年
に
第
六
十
二
回
日

の
お
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
お
祭
に
当
八
幡
宮
と
し
て
氏
子
崇
敬
者
の

）

皆
様
に
ご
浄
財
の
御
奉
賛
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
総
代
世
話
人
ａ
」協
力
に
よ
り
、
昨
年

十
二
月
末
ま
で
に
日
標
額
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

済
知
ら
せ

平
成
二
十

十
年
節
分
祭
　
ん

一、斎
行
日
…
平
成
二
十
一
年
二
丹
三
日
（火
）

一、
式

典
…
午
後
三
時

一、
豆
批
き
師
（年
男

年
女
・

厄
年
の
人
）
の
ご
希
望
の

方
は
、当
人
幡
宮
ヘ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
　
　
　
‐

（当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。
）

夏
越
大
祓
式
釜

の々
輪
神
事
）

一、斎
行
日
…
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
七
■
（土
）

一、
式

典
…
午
後
三
時

一、半
年
の
罪
核
を
大
形
に

移
し
清
め
て
、
心
身
共
に

藤
る
お
祭
り
で
す
。
　

　

「

お
申
し
込
み
は
、当
八
幡

宮
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（当
日
も
受
付
け
致
し
ま
す
。
）

出
張
祭
（外
祭
）
の
ご
案
内

ｆ

住
宅
や
マ
ィ
ン
ョ
ン
な
ど
を
建
築
す
る
時
は
、′

事
故
無
く
立
派
な
建
物
が
完
成
す
る
よ
う
土
地

の
神
様
を
お
迎
え
し
、止制
願
す
る
地
鎮
祭
を
行
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
た
、
工
場
で
働
く
社
員
等
が
怪
我
な
く
、仕

事
に
精
励
で
き
る
よ
う
工
場
操
業
安
全
祈
願
祭

ま
た
井
戸
埋
立
て
、
除
禍
祭
等
、
神
社
よ
り
出
向

い
て
斎
行
す
る
お
祭
り
を
出
張
祭
と
言
い
ま
す
。

当
人
幡
宮
で
は
、皆
様
の
ご
希
望
に
応
じ
た
お

祭
り
を
執
り
行
っ
で
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
すぃ村

談
下
さ
い
。

※お申し込み・お間い合わせは当八幡自社務所 (電)042‐75 1‐1138へお願いいたします。


